
令和４年度 第２回羽島市社会教育推進審議会（会議要旨） 

日 時 令和４年８月５日(金) 午後１時３０分～午後２時４５分 

場 所 羽島市役所 ３０１会議室 

出席者 （社会教育委員）出席者８人 

松尾 東彦 委員(子ども会育成協議会代表) 

阿部 達也 委員(小中学校長会代表) 

白木 幸子 委員(女性団体代表) 

森  正智 委員(文化協会代表) 

鈴木登司雄 委員(コミュニティセンター館長会代表) 

小森 博昭 委員(スポーツ推進会議代表) 

髙砂 房子 委員(学識経験者) 

池谷 幸樹 委員(学識経験者) 

 

（事務局） 

市民協働部 

伊藤 佳津子(市民協働部長) 岩田 睦巳(生涯学習課長) 

番 重宗(図書館長)     柴田 達生(スポーツ推進課課長補佐) 

中尾 聡(同課係長)     大橋 寛子(生涯学習課主幹) 

木山 鉄兵(同課係長)    倉見 育瑠(同課主事) 

教育委員会 

森 嘉長(羽島市教育長)   小川 隆正(教育委員会次長) 

南部 浩一(学校教育課長)  安藤 賢治(西部幼稚園長) 

豊田 崇宏(北部学校給食センター所長) 

竹内 弘明(南部学校給食センター所長) 

岡田 真暢(教育政策課係長) 

内 容 １ 開会 

 ・資料確認 

・会議開催成立の報告 

・会議公開及び傍聴の有無の報告 

 

２ 委員長あいさつ 

  

３ 協議事項 

 ・令和４年度羽島市教育委員会点検・評価報告書(令和３年度実績) 

（案）について 

※資料に基づき教育委員会次長から説明 

 

 

 



【意見等】 

（委員） 

・学校のトイレにおいて、最近は和式を嫌がる子どもたちが多い。 

優先的にこれからも洋式化を進めていただきたい。 

・伝統文化親子教室において、低学年より５、６年生を対象にしたほ

うが子どもたちの印象に残り、後継者育成につながると思う。 

 

（委員） 

・昨年度に比べて、自己評価を厳しめに行い、より良くしようとする

姿勢は良いと思う。 

 

（委員） 

・いじめについては、毎年起こりうる問題なので、厳しめの評価をし

ていただきたい。 

・いじめアンケートから少数の意見に着目し問題解決につなげていた

だきたい。 

 

（委員） 

・学校のトイレについて、利用者のことを考え、和式を一定数残す方

向で進めたように記憶している。 

・評価を行ったり評価対象外としている内容があるが、具体的な基準

はあるのか。 

・体育施設のアンケート調査について、回答率が低いとあるが、今後

どのような対策を考えているか。 

 

（事務局） 

・評価する基準については、今後検討していきたい。 

・体育施設のアンケートの回答率をあげるために、周知方法を指定管

理者と検討していきたい。 

 

（委員） 

・学校のトイレについて、体育館など災害が起きた時のことも考えて、

補助金を使い洋式化を進めてほしい。 

・文化財の保存修理について、年間でどれくらい確認をされているの

か。 

 

（事務局） 

・文化財の保存修理においては、県の文化財巡視員による年２回の報

告のほか、所有者からの連絡により随時、確認を行っている。 



（委員） 

・伝統文化の継承について、放課後子ども教室で行っているお囃子の

発表を拝見したが、とても素晴らしいと感じた。 

 

（委員） 

・学校の運動場について、雨が降ると砂が用水路まで流れてくる。こ

のような細かいところまで配慮していただきたい。 

・コロナ禍において、子どもと触れ合う機会が減っている。道徳や人

権についての学習に不安を感じる。 

 

（委員） 

・コミュニティスクールについて、最近は地域の方と子どもたちの触

れ合う機会がほとんど無い状態である。コロナが落ち着いた際には、

触れ合う機会をつくっていただきたい。 

 

（委員） 

・ヤングケアラーが問題となっているが、実際に羽島市でも事例はあ

るのか。 

・羽島市としてヤングケアラーに対しての援助はあるのか。 

 

（事務局） 

・昨年の１１月と今年の５月に市の関係部局と連携して調査を行った

ところ、小学生においては令和３年度に３人、４年度は２人が該当

している。中学生においては、令和３年度に９人、４年度は７人が

該当しており、家族の介護や家事全般を行っている。 

・ヤングケアラーの援助としては、スクールソーシャルワーカーが、

家族の方たちと接するなかで、状況に合わせた支援や市の関係部局

との仲介などを行っている。 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

 

 


